
入国 241，鈎7人

後手葬 75，22ヨ君主務

(j{:年9月 1臼現在)

秋
た
け
な
わ
j
i
-
-
日
ご
ろ
公
渓
舘
な
ど
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
る
文
化
図
体
が
、
そ
の
成
果
を
発
表

し
よ
う
と
、
今
年
も
ぺ
平
塚
市
文
化
祭
」
が
中
失
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
?
。
包
本
古
来
の
す
音
楽

を
一
訴
え
る
表
現
や
議
掛
を
は
じ
め
、
祉
作
部
舛
や
山
中
一
究
部
川
、
意
回
、
茶
会
な
ど
様
々
で
す
。
ま
た
、
文
化
の
殿
殺
と

し
て
美
術
館
の
建
設
工
事
も
本
格
約
に
始
ま
り
ま
し
た
。
市
口
出
の
み
な
さ
ん
、
ゆ
と
り
あ
る
余
暇
を
楽
し

む
た
め
に
、
一
変
文
化
祭
授
の
ぞ
い
て
み
て
、
仰
円
か
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

平
塚
市
文
化
察
は
、
士
官
綴
、
芸
品
を
、
ピ
ア
ノ
¥
フ
ル
ー
ト
、
声

街
、
文
芸
@
学
装
の
一
一
一
部
門
に
分
楽
、
読
楽
で
演
奏
し
ま
す
。

か
れ
て
ん
け
わ
れ
ま
す
。

mu務
務
訪
問
バ
幻
白
(
土
)
諜
午

芸
能
部
門
は
、
謡
愈
か
ら
奇
術
前
百
科
吋
初
分
1
午
後
5
持

に
至
る
、
京
で
品
議
多
様
で
す
が
、
平
一
塚
建
議
浮
援
で
は
、
源
平
物

中
む
も
、
湖
南
挟
像
サ
ー
ク
ル
に
謡
、
頭
郷
際
媛
、
戦
畿
大
和
な
後
Z
終
j
k
J
5
時

間

民

館

小

ホ

ー

ル

よ
る
「
小
型
日
明
記
闘
」
発
表
会
は
、
ど
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
を
琵
平
懇
話
制
連
環
で
は
、
臼
-
一
本
会
匂
議
議
緩
円
以
月
2
日
(
木

)
1

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
主
定
お
れ
揖
自
演
饗
し
ま
す
。
来
の
卓
司
脇
市
に
殺
し
ん
で
い
た
だ
こ

5
8
〈
日
)
全
議
犯
時
1午
後

て
い
ま
す
。
棺
横
山
川
イ
カ
ダ
く
だ
治
議
緩

W
Rお
臼
(
土
)
午
後
一
っ
と
、
E

同
委
八
景
や
紀
州
選
成
寺

6
符

襟

箆
6
僻
畑
出
糧
事
場

。串ι取
材
し
た
「
く
じ
ら
も
、
カ
ー
一
時
1
3時
一

一

な

ど

を

歌

い

ま

す

o

m

w

黍
駕
は
月
3
臼
(
祝
)
午
告
別

ツ
パ
も
泳
げ
な
か
っ
た
」
や
、
車
平
塚
民
謡
留
や
合
会
で
は
、
日
本
市
出
品
浮
輪
韓
日
以
河
3
日
(
祝
)
午
後
政
時
1
午
後
3
時
中
央
公
認
抽
出

塚
の
J

泌
を
海
上
よ
り
見
つ
め
療
す
の
一
北
か
ら
雨
ま
で
の
人
気
の
あ
る

1
時
1
5持
弘

畿

簸

緩

懇

綴

総

緩

翻

謬

智

F

F

「
署
員
平
塚
か
ら
あ
な
た
蓄
を
選
ん
で
、
ご
来
場
の
方
々
喜
一
義
受
口
会
で
は
、

3
緩

露

諾

欝

欝

饗

閣

畿

ペ
へ
」
な
ど
、
見
ご
た
え
の
あ
る
作
と
一
管
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
か
ら
成
人
ま
で
の
方
々
が
、
三
重
襲
撃
襲
警
句

ん
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。
①
務
楽
文
化
訪
問
片
m
B
(土
)
シ
ッ
ク
パ
レ
エ
や
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
*
会
議
中
央
公
民
慾
2
潟
市
渓

げ

義

務

官

、

一

一

一

会

期

に

主

主

3
時
3
8時
を

披

露

し

ま

す

。

ギ

ャ

ラ

リ

ー

勝
れ
て
渓
示
さ
れ
ま
す
。
平
塚
審
議
文
化
一
回
日
蓮
合
会
で
町
四
時
勢
口
月
3
g
(祝
)

午

後

議
3
4議

}

め

美

術

と

官
4
4累
の
部
は
一
級
公
募
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
各
音

6
時
1
9時
・

ぬ

月

初

日

〈

金

)

ら

お

門

口

回
附
さ
れ
、
多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
楽
弱
体
が
い
ろ
い
ろ
な
演
奏
恋
綾
平
塚
吟
詠
連
盟
で
は
、
大
衆
的
(
ホ
プ
部
門
全
体
(
写

紛
ら
優
秀
作
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
鎗
し
ま
す
。
で
鍵
線
的
な
侭
警
官
術
で
あ
る
誇
真
、
美
術
の
入
賞
作
品
、
各
部
門

を
文
孝
孝
義
尚
一
は
、
川
川
柳

-
e一
一
一
磁
背
習
(
日
)
午
前
時
の
よ
さ
季
馨
し
ま
す
。
の
代
表
作
品
問
点
ず
つ
を
麗
示
〉

約
俳
句
。
短
歌
と
そ
れ
ぞ
れ
会
場
が

9
降
初
分
1
n時
①

奇

術

立

月

3
臼
(
祝
)
揖
午
{
綴
2
品
強
制
慾

う
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
平
塚
一
一
一
品
関
連
盟
で
は
、
宮
城
道
後
1
時
1
5
時

@

ぬ

月

幻

自

(

金

)
1
m
m
臼

比
十
巾
戻
の
み
な
さ
ん
、
秋
の
一
門
口
雄
作
品
の
中
か
ら
ソ
1
ラ
ン
節
平
塚
奇
術
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
(
臼
)

a

部

門

写

真

、

費

鎌

ぶ
を
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
や
、
琴
古
流
尺
八
本
的
な
ど
を
演
ぬ
人
が
分
拐
し
て
ロ
ー
プ
、
シ
ル
倉
臨
時
、
北
欽
織
物

川
町
一
ぇ
、
ぜ
ひ
お
山
出
掛
け
く
だ
怠
い
。
奏
し
ま
す
。
ク
、
ト
ラ
ン
プ
、
コ
イ
ン
マ
ジ
ツ
蕩
え
議
〕

同
開
昆
議
欝
滋
緩
欝
幾
滋
滋
綴
欝
F

①
剣
持
融
持
間
判
月
お
臼
(
日
)
午
ク
な
ど
を
発
表
し
~
ま
す
。
旬
刊
以
月

1
日
(
水
)
1
3
日

深

麟

鱗

諸

説

簸

綴

織

部

泌

纏

後

1
時
3
3時
吋

民

議

緩

緩

滋

畿

欝

幾

毅

謬

ヂ

(

祝

)

・

部

門

美

術

、

盤

景

、

と

選

議

襲

撃

襲

警

平

塚

剣

詩

護

連

擦

で

は

、

臼

韓

間

沼

田

端

韓

関

器

欝

人

形

ア

ー

ト

フ

ラ

ワ

ー

、

愛

滋

品

川

会

場

は

中

央

公

民

特

輯

印

は

杢

由

来

の

大

和

魂

義

主

嚢

議

襲

撃

襲

撃

襲

警

な

お

、

日

月

3
臼
午
後
1
時
か

け
中
央
公
民
鍍
3
階
の
小
ホ
ー
ル
。
で
表
現
し
ま
す
。
品
目
山
川
鋼
大
会
初
汚
小
山
田
(
日
〉
ら
盤
景
の
実
一
演
を
行
い
ま
す
。

7
h
@綴
曲
隅
刊
叫
{
月
幻
一
世
(
土
)
午
議

mw良
輔
岬
叩
山
[
月
約
一
回
(
臼
)
午
後
午
前
孔
一
時
1
午
後
5
時
吋
崇
善
公

内
閣
号
待
望
，
、
d

午
後
5
時

3
持
1
5持
民

館

ホ

ー

ル

戸

i
ト

フ

一

フ

ワ

蹴

平

塚

謡

曲

連

合

会

で

は

、

紫

平

霊

童

書

で

は

、

民

謡

①

警

大

会

首

3
R
(祝

)

i
一
窃
教
撃
を

制

謡

、

毒

薬

、

撃

な

ど

を

替

手

伝

、

長

場

実

々

と

午

前

切

符

1
午
後
5
特

筆

公

す
披
露
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
歳
溶
け
合
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
そ
う
民
抽
出
ホ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
一
日
教
室

曙

泉

を

み

て

く

だ

さ

い

。

と

一

蓄

し

て

い

ま

す

。

議

整

会

江

月

3
臼
(
祝
)
を
一
関
き
ま
す
。
震
を
希
警
れ

叫
①
小
愛
娘
一
爾
お
丹
幻
臼
(
土
)

φ
轡
年
議
議
問
丹
羽
臼
(
日
)
午
後
1
時
5
4時
間
却
分

M
Nピ
る
方
は
、
お
月
引
品
目
ま
で
に
社
会

繍

午

後

6
宇

品

午

後

6
時
3
9持
ル

語

第

五

議

官

主

教

育

課

へ

霊

(

内

線

五

七

回

)

討

①

ア

マ

i
ピ
レ
ぬ
月
幻
自
平
塚
膏
生
音
楽
家
協
会
で
は
、
掛
川
柳
、
俳
句
短
歌
大
会
に
参
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
白
)
午
後
1
符
1
5待
ピ
ア
ノ
、
声
楽
等
の
専
門
家
た
ち
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会
。
円
以
月
3
日
(
祝
)
午
後

2
持

グ
ル
ー
プ
ア
マ
1
ピ
レ
は
、
第
が
、
「
縄
県
に
つ
い
て
」
の
演
奏
者
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
中
央
公
民
館
2
締
A
実
習
室

一
部
を
生
徒
に
、
第
二
部
を
指
導
し
ま
す
。
①
鉄
滋
襖
叡
一
羽
月
刊
却
臼
(
土
)
ム
持
参
す
る
も
の
目
打
ち
、
脱

者
に
分
け
、
鍛
木
義
療
支
等
の
一
作
①
掬
説
明
明
日
山
丹
羽
臼
(
日
)
端
午
午
前
羽
持
1
午
後
4
符
中
央
公
務
総
少
々
、
材
料
代
五
百
円
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九
月
八
日
か
ら
開
閉
会
さ
れ
て
い
た
九
月
山
忍
例
市
議
会
は
、
二
十
九
日
審
議
を
終
え
開
閉
会
式
」
れ

た
。
ム
ァ
繋
這
、
市
民
病
院
の
新
館
が
完
成
す
る
の
に
伴
い
、
特
別
入
院
蜜
の
使
用
料
や
、
工
響

誇
負
金
耳
慣
の
締
結
な

Y干
思
議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
関
法
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま

た
、
最
終
日
に
追
加
援
案
さ
れ
た
教
育
委
議
会
委
員
な
ど
の
行
政
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
承

認
さ
れ
た
。
主
な
内
等
は
次
の
と
お
り
。議室議塁手z

ffZ長i
/工事綴ん、県

辻〕暗雲

(副

(議L仁)

(御殿 31-3828

〔南豊田 31----5326

(土屋 58-1415

(小錦島 55--0953

(南金自 58-0243

(夕陽ケ丘) 22-4189 

(天沼 23--2834 

原
間
出
制
火
災
件
数

〈
〉
一
般
法
樺
相
談
叩
汚
訪
日
(
水
)
、
回
日
(
水
)
、

日
は
2
1
己
(
水
)
、
日
月
8
E
(ホ)、

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

や
登
記
、
執
託
、
調
議
相
談
日
月
刊
日
〈
金
)
、
日
時
1
日間時

合
一
一
曜
市
箆
培
議
毎
日
(
た
足
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

躍
。
祝
円
e

第
2
令
第
4
上
曜
は
除
く
)

心
持
縮
減
生
活
相
談
凶
月
即
日
(
金
)
、
幻
日
(
金
)

日
月
日
口
(
会
)
、
9
持
1
日
時

〈
〉
宜
剖
年
金
栂
談
日
月
9
日
(
木
)
、
四
持
1
日
時

〈
〉
発
同
明
帯
整
特
許
抑
制
談
日
月
6
5
(月
)
、
四
時
1
日
時

八
〉
す
輯
附
脱
出
褐
談
凶
片
四
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
3
叫即時

合
住
噌
相
談
日
月
口
口
(
火
)
日
時
1
国
時

車
問
少
年
場
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
)
斜

j
七
一
一
一
一
一

月
L
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曙
包
は
日
時
ま
P

〈
〉
協
会
主
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

2
1七
八
一
一
一
。

月
d
A
t
i
j

土
嘱
日
9
時
3
日
時
部
分

機

役

会

総

お

j
一一一一一一一一一一一

〈
〉
心
叡
ご
と
梧
談
結
滋
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
EN--
、
金
宿
泊
、

9
時

t
M時

土
曜
日
は
立
時
ま
で
(
第
2
・
第
4
土

曜
は
捨
く
)

。
結
婚
相
制
緩
鮭
週
日
曜
日
、
日
時
1
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

つ
母
子
構
殺
輩
週
月
1
金
瞳
日
、

9
時
3
日
時

。
寧
鹿
児
晴
雄
棉
融
制
毎
澗
四
百
，
、
金
曜
日
、

9
時
日
目
時

〈
￥
高
齢
者
瀦
蝶
欄
綾
毎
趨
庄
内
5
金
曜
白
、

9
時
却
分
S
同
時

土
暗
日
は
日
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
そ
除
く
)

。
締
人
相
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
1
日
時
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場
湖
南
シ
ー
サ
イ
ド
カ
ン
一
一
〉
定
員
訪
歳
以
上
の
方
的
人

J

一
ト
リ
l
府
県
地
南
部
練
習
場
一
(
先
生
相
続
)

二
マ
定
員
各
初
人
(
A語
版
)
一
芸
泊
料
一
一
一
万
九
千
八
百
円

一
マ
参
加
料
一
六
千
円
一
一
〉
申
し
込
み
凶
月
訪
日
(
月
)
に

。
一
マ
申
込
み

m
u
河
川
股
忌
(
月
)
1
一
@
臨
し
込
み
い
ず
れ
も
兎
限
ム
ロ

や
一
門
輸
措
3
間
関
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
輪
組
一
体
育
館
内
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

需

…

笈

}

一

対

一

回

(

電

話

お

;
1
0
-
c
…一)

一

Z湾
立

月

9
?ロ
月
昔
一
へ
。

会

一

呂
場
者
の
事
集

少
年
少
女
す
ブ
ゾ
ン
大
会

今
年
度
の
月
例
少
年
少
友
マ
ラ
一
一
〉
申
込
期
間
口
月
刊
日
日
分
は
ぬ

ソ
ン
大
会
と
第
一
一
十
回
平
塚
市
少
一
日
付
ぬ
日
(
金
)
う
お
白
(
月
)
、

定
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
本
大
一
花
月
幻
自
分
は
ロ
月
刊
ω
5
(月
)

会
)
の
円
程
が
決
ま
っ
た
。
参
加
一

1
訪
日
(
木
)

さ
れ
る
方
は
、
停
警
官
の
恭
平
訪
中
在
一
由
、
レ
込
み
は
、
参
加
料
を
添
え

得
て
か
ら
お
申
し
込
み
を
。
一
て
、
目
見
附
台
怯
育
館
内
体
脊
端
部

マ

期

日

一

(

議

謡

幻

i
一
二
心
六
O)
ヘ。

〈
同
月
鈎
マ
ラ
ソ
ン
1
間
関
滋
〉
門
以
月

3
日
(
日
)
午
前
ぬ
持
1
小
学
校

ゴ
ル
フ
、
ス
キ
i
、
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ

秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
月
一
日
の

臼
磯
日
目
、
市
内
の
小
学
校
で
は
運

動
会
が
閉
聞
か
れ
ま
し
た
。

叩
謀
議
一
壌
に
は
、
全
力
を
尽
く
し

て
競
技
を
し
て
い
る
子
供
た
ち

と
、
そ
れ
を
カ
メ
ラ
で
追
い
か
け

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

各
競
技
と
も
熱
戦
が
惜
繰
り
広
げ

ら
れ
、
応
援
に
も
カ
が
入
り
、
終

わ
る
こ
ろ
に
は
、
子
供
も
績
も
声

が
か
れ
て
、
運
動
会
の
盛
り
上
が

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

議em月刊
μ
ロ
(
い
い
い
〕
)
只
ぃ
向
日
早
高
校
軟
式
野
球
討
秋
季
大
会

人
山
丹
羽
臼
(
水
)
出
時
社
会
人
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

e
m
u
月
n
R
(日〉
8
時
新
静
岡
東
大
学
秋
季
リ
!
グ
一
戦

幻

設

に

東京、/リステン

コーラスグループ

月 2臼(土)
午後2時30分務演

ところ 中央公良館

。弦楽関重重要警護担

・ニモ ツアルト 第 2番ト長謁「ミラノ四重奏曲j

'ハイドン ト短調 f聖苦手j

-ドゥziレザーク 第 12番へ長調 fアメリカ」

塚

月(こ七〉
午後 1時穿春、入場録料

。ろ す害援センターホーJv
，1審事3幾彰式
通安全功労者及び惨良運抵者の表彰

通安全作文、ポスターの表彰

，2務]ア

縫 &サザンクロスと歌おう

o顧し込み 10月20日から各地区公民鎮
で入場整理券を配布。先着700人。

'問い合わせ社会教育諌

fごの広い野原いっぱしリ「いい日旅立ちj

「拐事のソネット Jr故郷の人々」外
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am月
幻
臼

1
羽
田
県
吉
岡
庖
縄
野
球
大
会

-m月
mg(日
)
B時
県
相
撲
少
年
軟
式
野
球
親
善
大
会

-
U
月
3
日
(
祝
)
8持
平
塚
市
中
体
連
新
人
戦

-
n
u
月
5
B
(臼
)
8時
平
塚
市
野
球
協
会
秋
季
大
会

の
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
一
間
武
(
秦
野
市
)
、
蓑
口
省
一
ニ

(
敬
称
略
)
一
(
中
霊
)
、
田
中
和
夫
(
逗
子

マ
優
秀
賞
池
田
凡
敏
明
(
横
浜
一
市
)
、
液
包
悌
治
a

杉
崎
一
雄
・

市
)
、
山
口
貞
雄
(
平
塚
)
一
お
井
清
一
(
横
浜
市
)
、
永
野
照

マ
特
別
賞
士
口
蔀
和
敏
(
茅
ヶ
幡
町
一
一
蹴
(
百
八
幡
)
、
岩
崎
博
・
山
崎

市

)

一

卓

也

(

茅

ヶ

崎

市

)

、

角

谷

光

夫

マ
特
選
高
橋
幸
雄
(
八
王
子
一
(
代
仲
間
町
)
、
小
林
岳
山
間
(
横
須

豆
、
せ
且
崎
靖
雄
(
龍
域
ケ
丘
)
、
一
賀
市
)
、
山
中
正
義
(
格
模
原

宮
崎
安
太
郎
(
沼
村
)
、
一
市
)

社
会
福
祉
施
設
訪
問

童寵459器(5) 

I司
お

;童
北サ
ツ

カ

A 

寺2B(*)~14S(火)

市銀プラザ
ω 出品虫?法 11月 1日午後 1時から 6時

までに鹿市会場に搬入。

・部門盆載、懸盤、切り花、福助作

り、だるまイ乍り等

楽詳しくは聾工課観光偶へ

第街王手芸事務鶏花展

ロ
ー
ド
レ
!
ス

参
加
者
の
募
集

平
塚
市
時
間
上
競
処
恥
間
会
で
は
、

平
塚
市
由
民
ロ
ー
ド
レ
i
ス

大

会

に

一

ボ

ウ

リ

ン

グ

出

場

さ

れ

る

方

を

募

集

す

る

。

一

大

会

は

お

日

中
期
日
日
月
日
目
白
(
臼
)
、
ロ
一

月
口
日
(
臼
)
午
前
9
時〈
3

一
平
塚
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で
は
、

ヱ
嘉
吉
沢
小
学
校
3
遠
藤
京
一
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
く
。
参
加

笥
往
復
9
J
コ
ー
ス
、
問
5
J
コ
一
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会
場
に
お
集

l
ス

一

ま

り

を

。

マ
出
場
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
日
時
凶
汚
辺
司
(
毘
)
午
前

か
お
勤
め
の
高
校
生
以
上
の
方
一
山
時
1

マ
簿
呂
田
刀
子
9
J
M
-
女
子
5
一
円
〉
会
場
平
塚
パ
ー
ル
レ
1
ン

J
M、
却
歳
以
上
男
子
5
キロ

M
り
一
守
幸
あ
料
一
千
三
百
円

女
子
5
J
M
川

一

マ

問

問

い

合

わ

せ

先

見

附

台

体

育

エ
茄
料
一
般
五
百
円
、
高
校
一
館
内
体
育
課
電
話
出
品
l
一ニ

O
hハ

一
(
)
)

〈コ
にごコ

瀦

。
自
本
叫
ソ
ッ
カ
j
ソ
iグ
一
額
公
式
戦
(
有
料
〉

@
刊
山
月
訪
日
(
水
)
叩
同
時
点
ロ
内
議
ァ
立
川
ヤ
ン
マ
l

-
U月
4
臼
(
土
)
お
時
日
産
自
勲
市
中
対
本
凶
技
研

〈
〉
悉
百
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
公
式
戦
中
義
)

@
ぬ
月
幻
一
円
(
ム
ム
)
円
以
仲
町
リ
ク
ル
l
k
対
I
B
M

日
付
日
時
お
分
一
一
一
安
議
機
対
日
立
製
作
所

e
U
月
幻
自
(
弓
)
れ
い
時
シ
ル
バ
ー
ス
タ
l
対
東
京
ハ
ス
キ
l
ズ

υ

H

h

u

持
お
分
レ
ナ
ウ
ン
対
オ
ン
ワ
ー
ド

。
口
同
本
サ
ッ
カ
i
リ
ー
グ
二
部
公
式
戦
(
密
封
軒
)

-m月
叩
四
日
(
z

て〉
U
一
時
東
邦
チ
タ
一
一
ウ
ム
対
富
L
L
一説

。
総
索
犬
山
草
T
J
ラ
グ
ビ
ー
(
録
制
村
)

-m月
訪
日
(
臼
)
ロ
特
設
万
古
京
大
学
対
成
孫
六
日
子

日
げ
日
時
初
分
東
海
大
学
対
東
洋
大
学

。
そ
の
外
の
競
技

歩
一
山
月
刊
山
日
(
土
)
自
時
小
学
校
一
(
一
校
連
合
連
石
動
会

am月
出
日
(
火
)
9
時
東
海
大
学
経
上
競
技
記
録
会

3詞(文化の日)
雨天の埼抗告は11!'l5 S (箆)

i土神社 9時30分
神奈中パス横内経由田村車庫行き

市場前パス停下車徒歩5分

コース真土神社ー怨親を越えた人々

真土観音会室内隆寺諏訪神社前

大念寺一大会寺高林寺泉蔵院

稲荷社長善寺

ー持参する物弁当、水筒・軽装で参加

とき

く>.1%害対念事事事言綴(電話31-3出 7)
・鞠披趨笥 卓球、パにミントン、パスケッ

人、軟式底球 (~16持)、パレーは6時~)

10.P:!23日明)午議 Z時~午二議8時
~ 11月 6ヨ(丹/;
。月13認(丹/;



ナ
ー
一
神
奈
中
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
一
{
ポ
ス
タ

i
}
応
募
一
千
七
百
点
一
回
金
銭
比
企
俊
弘
(
金
旭
中
1

地

。
日
比
日
(
火
)
一
子
育
て
の
A
一

[

〉

小

学

校

低

学

年

の

部

一

年

〉

日

日

ヨ

部

一

一

9

0

引

野

E
C
一
横
浜
毘
立
大
学
教
授
野
塩
一
白
金
賞
菅
堅
守
仁
(
城
島
小
1
て
銀
賞
申
書
汚
彩
(
春
日
野
也
1

1

2

3

3

み

義

行

氏

一

年

)

一

年

)

行

自

白

日

日

目

白

日

臼

日

日

一

心

今
日
系
)
「
来
し
い
人
生
一
一
。
銀
賞
松
本
一
議
(
城
島
小

2
ナ
鍛
品
目
中
戸
川
一
透
子
(
春
円
曾
一

j
↑
日
出
羽
げ
碍
幻

n

n

M

お
昭
一
ハ
同
時

一
霊
大
学
助
教
授
喜
多
仁
子
氏
豆
、
重
真
澄
(
大
野
小

2

平
3
冬
、
矢
沢
泉
(
婦
警
一

2
2日
日

日

記

臼

呂

田

日

羽

田

一

三

一

義

務

蓄

9
需

マ

品

一

年

)

一

年

)

2

一
号
一

1

2

2

4

7

7

8

9

9

2

H

一
期
時

一

Z午
後
1
意

分

1
3時
一

・

望

裏

書

(

金

田

小

1
一

〔

標

額

〕

応

募

九

百

五

十

七

点

一

ら

一

所

一

2

・

u
Z尽
(
ホ
)
「
み
ん
な
一

8
司
午
前
日
時
占
時
)
一
年
)
、
小
山
智
史
豪
華
口
小

1
一

マ

毒

秀

賞

「

く

す

の

き

の

輝

一

関

一

雲

閣

一

2

C
楽
し
く
」
レ
ク
H

a

シ
ョ
ン
一
三
議
書
公
民
館
ほ
か
一
年
)
、
言
史
章
(
松
原
小

1
一

く

み

ど

り

が

似

合

う

ま

ち

」

一

道

一

校

営

地

:

引

一

拍

指
導
員
襲
撃
一
一
マ
対
象
末
崎
新
婚
ま
た
は
小
一
年
)
、
大
森
圭
(
松
原
小
2
年
二
小
島
幹
子
(
春
日
野
中
1
年

)

一

蹴

一

立

話

蜘

寺

鵬

肝

器

禁

閥

一

綱

引

は

ム

月
1
臼
(
水
)
「
美
し
く
一
さ
な
お
子
さ
ん
を
も
っ
て
い
る
方
一
大
君
主
富
士
見
小

3
5二
マ

優

秀

賞

「

奪

浴

で

き

る

我

一

錯

す

が

ほ

員

み

宝

討

引

詰

出

村

出

一

号

湖

沼

汚
軒
hu
コーす一行話料紛れん生一一九州
f
L
刊誌
h
u
u
h
)

一J
梓
弓
「
ほ
訪
日
一
一
生

d
r需
品
加
盟
問
一
宮
m

一

一

一

一

一

3

h

、
崎
通
員
一
関
口
比
雨

'
7
5
(火
)
「
ラ
ジ
オ
の
お
一
ナ
!
の
み
五
千
円
)
一
府
金
賞
凶
口
亙
郷
(
松
が
丘
小
一
て
る
花
の
街
一
人
一
粒
な
で
一
「
1
1
1
1
1
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-

一

も
し
ろ
斉
臼
本
放
送
ア
ナ
ワ
ン
一
参
加
申
し
込
み
は
、
社
会
教
育
一

6
5

一
し
こ
の
玉
石
川
真
紀
(
金
田
一
陵
部
威
(
大
佐
中
3
年
)
、
小
一
{
平
塚
市
菊
花
屋

サ
1
高

島

ひ

で

奇

氏

一

警

護

(

内

線

五

七

回

)

、

ま

た

て

襲

石

川

主

義

国

小

5
一小

6
5

一

霊

二

山

署

長

了

覇

支

2
日
(
木
〉

i
u

・
8
日
系
)
「
テ
ー
ブ
ル
マ
一
は
、
各
地
ぎ
の
公
民
館
へ
。
一
年
)
、
福
原
か
を
む
(
祭
蓮
宗
6
一
マ
優
良
質
馬
紘
一
其
紀
@
佐
藤
理
一
マ
高
校
生
の
部
李
賞
一
日
(
火
)

一

年

)

一

香

(

花

水

小

3
年
)
、
小
泉
孝
光
一
白
砂
番
乃
(
神
田
高
3
年
)
一

一

気

質

量

事

(

松

原

小

ム

(

童

小

4
5、
重

絵

章

一

{

喜

一

帯

渓

ギ

ャ

ラ

リ

i

一

一
年
)
、
黒
四
時
久
美
子
(
崇
善
小
4
一
(
棺
模
小
2
年
)
、
大
寅
雄
一
郎
一
マ
最
優
秀
被
都
築
昌
子
(
山
城
一
・
中
央
公
民
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び
わ
場
開
少
年
の
家
で
は
、
自
然

の
中
で
家
族
一
絡
に
楽
し
い
一
日
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過
ご
し
て
も
ら
っ
た
め
の
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ふ
れ

あ
い
も
ち
つ
き
&
ウ
オ
]
ク
ラ
リ

ー
大
会
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品
開
く
。

マ
臼
一
時
丸
一
時
3
臼
(
祝
)
午
前

五
時
1午
後
3
持

マ
会
場
び
わ
青
少
年
の
家

マ
対
象
否
人
(
允
着
順
、

A
晶
子

生
以
下
は
保
護
請
伴
)

マ
参
加
料

1
人
五
百
円

参
加
申
し
込
み
は
、
参
加
料
を

添
え
て
び
一
わ
脅
少
年
の
家
輩
出

回

50八
七
一
)
、
ま
た
は
青
少
年

課
育
成
係
(
内
線
五

O
主
)
へ
。

ン
タ
j

へ

小説・文学

透くの声を領して 山田太一

山頭火 早坂暁

遥かなる心の旅 大石邦子

裏みちの花 小沢昭一

ナンミン・ロド 内山安雄

谷間の女たち 森山容

口一?を見た 山崎正和

家庭・生色，苫

お掃除宮古酷鷲戦言己 前田幸子

職場のストレス・マネジメント

福田俊

手づくり押し花の本 黒岩薫恵子

病気をだます熟年健康法水野議

おむつはずそうね N.7ズリン

元気を保つ科学 M.アモーソフ

全土金科学・その告書

世界地殴変動の読み方 高野孟

生活遊民の時代 竹村建

進化を忘れた動物たち 今泉忠明

北方領土 木村汎

40台からはじめる:尭と饗の定年後設

計 和田勉

笑ってよ@北極占 和泉雅子

※掲載した図書は購入した関著書の

意思。詳しくは図書館へ。

ママITIl合営

憲毒長雪重重2
そE 募に会つ

霊夏高季25E
さセ 11るか、 jレ

宮主E。主筆雪
包!日加七 l
体)さ@]事
は れ市業
、 る民連

会!見名き 10
(内附をに汚

霊55安器官
32チ!の名(
|ヤ 1 う、火

三事支え芸話
王霊童益重E
)営セ平所

';;童話需よ思

火~臼曜日 9時-16時50分

(金躍日のみ 9時-18時50分)

こども室

火~土曜日日時-1{時50分

日曜日 9 時~16首相O升

食悼鰻自 毎週月曜日、月末、 11月 JB 

食器吾護持寄~ T254~期間町12-41 電話31~-0415

す警告ファミリーフヱステイパル
アマチュアハンド槙罪、チャリティー青木

市、模擬民、サ クルの押品麗など盛りだくさ

んのファミリ フヱステ()¥)レ。

何日程日月 3日(祝)日(日) 9時~

218寺、 5日は17民事まで
b 主な内容

( 3臼) 13時---14fl寺スクワェアタンスパー

ティ、 16時-16時30分合唱、 18時-21時ロ
ックンロールパティ

( 4臼)日時-14時30分子供映画会、 16時

---16時四分アマチユアパンド樟響、 17時~

20時30分社交ダンスパーティ

(5 G) 12時30分-13時30分スポーツ講横
A 
式

会体障器 毎週月曜自

す鼎立青少年金轄

千す実関町12~-41 電話32-7029

合理主E霊会
<<dJI0丹羽毘(自) 10時、 14時 3再審ホル

!輔氏物語の世界 307テ
「くずの葉ぎつね 26分、アニメ

@11月12日{民) 10時‘ 14時 3楢ホーJレ
「摸{てしリをたらした女 80分、劇暁画

すこども検E童会
010月四日(自)10時、同時 3輔ホーJレ

「牛女 23分、アニメ

「スーホの白い鳥 13分、アニメ

「魔法むソ セージ 13分、アニメ

す16ミリ理主主主機接作技術議望書会
合開轄時開

・ヨ韓 日月訂日(金) '--18臼仁士二) 9時~ ・費出室、書考案

会特見守護運「王手草撃の仏像j

教育要員会が昭和55年から行ってきた市内

各寺院の仏臨調査をもとに、中古の仏韓日点

を麗示する。

'期間 10月17沼(火 -11月12日(日)

会場博物館特別展京室

・主な毘京物講師郎来立樺(平安・正福

寺)、地藤菩露座犠(鎌倉・中原地蔵堂)、阿

弥陀拙来立揮(南北朝・善福寺)

。書記念場務量舞金ー平壌のfム樺
・5時四月29日(呂) 13時~
金場博物館講堂

・講師榔見学盟女子大学教捜三山道氏

すプラネタリウムf太媛@母なる主義j
地球にもすなからず審響を及昭す太陽の活

動を、今草田3月四出来事を追いながら見て
みる。(--日月 5日)
・投軒目 土曜日 (14時)、日曜日(日時・

14時)し、ずれも 9時から観覧#を尭売

・観覧料 100円

合体鯨罷 毎週月曜日、月末、日月 3日
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けた方，~j対象とならなし」

額接種方法 市内の君主嘩機関で接樟

できるむで、接種目は雲師とご相談

を。

覇料金無料

購探検託、母子健閣寺三躍を持参
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)
、
ロ
月
お
臼
一
1
時
1
2
時
一
マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電
詔
一
日
(
水
)
、
U
R
1
5
(
金
)
の
一
分
3

一
(
金
)
、
1
月
九
州
呂
(
水
)
、
2
月
一
門
〉
申
込
核
開
山
口
R
2
臼
(
十
本
)
一

n
i
o
一一一一
O
)

一

3

臼

間

一

門

議

演

会

e

欄
勝
旗
綴
に
つ
い
て
}

鯵
謹
一
5
日
(
月
)
一
マ
申
泳
先
市
民
{
間
続
(
寝
苦
2
一

7
E豆

O
人
(
冬
一
審
厳
〉
一
7
5
時
ぬ
月
初
【
口
(
金
)
午
後

一
開
講
一
端
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
i
、
背
一
人
〉
O

長

線

一

2

1

3

一

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

警

一

一

v
昔
F

1

時

お

分

1

一

1

雲

分
i

鰯

一

一

計

軒

枚

目

接

室

警

に

一

母

毅

文

相

税

教

室

一

川

町

民

幻

自

(

月

)

午

前

一

百

訟

は

f
一

一

円

三

時

詰

詰

問

宣

誓

親

一

申

し

込

む

一

マ

議

(

綬

緩

急

為

法

で

)

一

マ

喜

平

塚

傑

幾

重

堂

一

均

一

マ

申

込

先

い

Zも
平
塚
喜

四台
m
一

英

霊

検

診

を

希

望

さ

れ

一

ム

R

E

午

後

1

雲

干

す

章

受

(

光

産

)

…

特

定

警

崎

市

襲

撃

一

所

(

霊

幻

ijO
一
言
)
へ
。

一
鞠
市
幼
一
る
方
は
、
は
が
き
に
希
望
検
診
一
妊
娠
中
の
体
の
変
化
と
退
ご
し
万
一
マ
内
容
扇
こ
り
体
操
、
ヘ
ル
シ
一
難
病
で
お
悩
み
の
方
や
ご
家
族
一

一
竺
名
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
了
百
口
日
午
後
1
持
部
分
1
一
!
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
一
の
方
々
を
対
象
と
し
た
相
談
会
が
一
段
媛
占
領
翻
の
翠
売

芝

山

一

重

番

号

、

重

言

記

入

の

一

三

害

警

と

お

き

喜

一

マ

申

込

亮

平

塚

保

健

薪

(

霊

…

閣

か

れ

る

。

一

衛

生

童

駆

除

の

た

め

票

数

奇

轍

一

一

三

Tm平
塚
喜
野
?
1
1
一
込
月
習
午
前
誇
お
分
よ
犯
人

γ
一…一
O
)

一
{
終
喜
怒
制
緩
義
一
撃
事
警
(
1
十
月
=
…
十
一

一

平

総

市

役

所

襲

警

。

一

妊

娠

中

と

豪

長

良

一

セ

ミ

ナ

i
間
関
く
一
マ
背
首
(
火
)
消
化
器
差
一
臼
)
し
て
い
る
0
2
の
薬
局
、

川

一

鍵

漆

教

室

で

す

一

v議
選

綴

Z
F誘
方

)

…

一

怒

川

崎

。

重

保

健

前

〉

一

書

で

お

求

め

を

。

乳

…

一

@

U

E

日

午

後

1

叫

気

分

J
{髪
議
議
室
ナ
ム
一
マ
1
月
3
お
(
月
)
血
液
系
憲
一
守
態
売
す
る
薬
語
、
短
絡

問
問
一
{
務
総
夜
を
事
践
す
る
〕
一
お
産
の
進
み
万
一
回
尋
問
削
の
子
供
の
心
と
体
に
つ
一
〈
会
場
@
足
柄
上
保
護
所
〉
一
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
昼
間
民
間
中
日

F
J一

j
i
l
l
I
l
l
i
-
-

一

い

て

学

ぶ

。

一

五

月

1

E

水

)

神

経

系

疾

患

一

五

十

円

、

児

童

喜

一

三

空

一

一

即

日

一

議

愛

媛

の

つ

ど

1

E

1

丁

目

一

樹

立

月

S
日
(
水
)
、
ぉ
一
〈
会
場
?
小
部
一
原
保
健
所
〉
一
内
、

D
D
V
P
強
制
1・

8
川安

5
保
月
一
し
一
マ
内
容
講
演
会
、
物
品
目
蹴
売
コ
一
日
(
金
)
、
訪
日
(
向
付
)
の
3
5
一
守
口
月
初
日
(
木
)
穆
原
崎
百
円
、
ゴ
キ
ブ
リ
一
誘
引
殺
虫
剤

鴻
明
日
一
暮
ら
し
の
翼
を
考
え
る
消
費
丁
ナ
l
、

消

費

者

重

パ

ネ

ル

展

五

五

〈

会

場

@

平

塚

保

健

所

〉

錠

四

百

円

、

殺

義

彦

元

内

象

場

制

一

考

の

つ

ど

い

が

騎

か

れ

る

。

一

一

不

ほ

か

で

ι
語

加

入

(

先

着

修

一

対
会
相
一
マ
日
持
お
月
訪
日
(
木
)
午
前
一
円
V

問
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
消
費
生
一
門
レ
ヂ
ィ
i
ス
セ
ミ
ナ
ー
}
一

翻
鶴
鶴
五
時
泊
分
1
午
後
4
時

一

添

セ

ン

タ

ー

霊

千

四

O
九
一
女
性
容
の
変
化
を
智
、
自
一

…

マ

会

場

ザ

一

宮

町

勺

社

会

霊

ゼ

ン

一

籾

)

一

分

の

差

万

を

克

つ

め

る

。

一

町
一

!
i
j
i
j
i
l
-
-
;
;
i
j
;
j
l
i
;
;
一

例
一
'
一
ト
い

V
i
Aぜ
ひ

言

語

養

護

報

は

心

s
H
巻
)
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
七
五
…

満
一
議
~
ト
ド
ヘ
泌
物
グ
地
域
づ
く
り
課
長
生
活
偶
(
内
綿
三
用
ス
!
ツ
(
5
妻
子
)
、
雲
師
一

献

一

努

コ

‘

冶

…

一

六

一

一

一

)

へ

o

E

7

妻

子

)

一

三

袴

J

O
ぬ
ψ

J

M

G

撞
り
ま
す
女
子
用
晴
れ
着
一
式
。
纏
っ
て
く
だ
さ
い
女
子
用
衣
額
一

州

一

J

j

(

3

議

)

、

主

一

一

一

セ

ッ

ト

(
7
議
)
、
(
身
長
百
三
え
ν
同
3
1
5
揖
)
、
一

明
一
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ
ぽ
が
事
務
用
い
す
、
洋
服
だ
ん
す
、
ベ
ピ
i

都
市
ガ
ス
用
ふ
ろ
蓋
e

同
槽
、
自
転
車
一

川
…
増
え
て
い
る
ロ
問
い
合
わ
せ
た
と
き
に
ベ
ッ
ド
、
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド
、
電
気
こ
(
担
1
目
コ
、
子
性
用
自
転
車
、

B

挫
一
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
だ
っ
、
電
気
ガ
ル
ガ
ン
、
英
会
話
セ
ツ
裂
ベ
ピ
l
刀
l

三
一
一
会
よ
り
で
、
ご
了
棋
を
。
ト
、
文
芸
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
(
万
講
の

盤対象 3か月以上 4歳未満の乳幼

見。 6組問以上白間隔で2回受け
る

額受付時間午後 2時間分-3時

淡の会場は午後 2持-3時

[10月}

口日花水公民館

羽田 姐北公民館、獄中央農協上沢

支所

19B 福祉会語、液豊町公民館

即日 大野公民館、横内公民館

27日保韓センター

麓受付午後 1時ヘ 2時

顔合場探健センター

憲懇母子器購手援本舟，剖冊、筆記用

呉、指ブラシを持事

3カ、月完]

'11丹 1臼光年 7月 1日-10日生

・日月156 元主 7月11司-20自生

・11月日先年7月21日-31日生
2麓 6力、月児]

・11月 7呂田年5月 1日-10日生

@日月148 63年 5月日日-20日生

・11月21日 63年 5 月 21 日 -~31 日生

3調路3
11丹 2日 61年 9月 1日-...-108生

.11月 9B 61年 9月日臼-20臼生
・11月16日 61年 9 丹 21 日 ~30日生

鶴欝 1期対象は 3か月以と 4歳未

構の事i幼児。 3週間から 8週間の
間隔で3田空ける。

翻第 2期塙 1期の 3殴自の接撞日

から 1年以上 1年 6か月以内に l

受ける。 5捷 6か月に達する

まで受けられるが、 4歳までに終

了することが望ましい。

輯開業医、病院で接積ぜきる。接撞

日は援師とご相談を。

覇料金無料

鶴探検証、母子鵠購手横を持幸

覇対象 臼ぜきの予防接覆を受け

る必要のなむ叩幼児。

島第1期 3ヵ、月以上6誰未満の乳

幼児。 3週間から 8混聞の間隔で
3間受けるo

・第2期第1期の 3D司自由接種日

から 2年以上 1年 6か月以内に 1

回受ける。

題懇聾種方法 市民病院昏共持病院の

みで年間を通じて接撞できる。接

撞臼は両病院にご相読を。

鶴料金無料

調保検証、母子健麗手帳を持書

p、、

女性による手イ乍りフォ…ラム

o書籍 Z毒事綾瀬fヱミミジーの米衆
く〉鱗2欝

• {i事と家庭そして私

重奏と夫のよい綾部って

.80年人生時閉鎖り

e 在、の社会参加

。子育て

お{強引

z同公撒林入場議員3

問い合わせ地域づくり談婦人行政推進狽当 電話白神

イセ民異動屈は、選挙、就学、愚民年金、国民犠区気探

険、予防鐸揮、江口集霊Z正明などのもとにほる重要なもの

です。住所か変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

趨け出には、その方の氏名、住所、異動した年月

信前のイ主所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うその詔け出をしたり、正当の理由がなく届け出をお

こたコた場合は過料が科せられる場合があります。

楽担当 市民課市民異動部〈電話内緯236)
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平
塚
市
で
は
、

分
別
収
集
に
よ
る

資
源
再
生
ご
み
の
回
収
を
し
て

お
り
、
な
か
で
も
紙
類
は
名
刺

一
枚
で
も
立
派
な
資
源
詩
牛
↑
ご

み
と
閤
聞
い
て
い
ま
す
。

翼
幅
吹
」
み
に
な
る
と
す
る
と

集
積
所
に
は
ど
の
よ
う
に
出
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

(
務
水
中
川
輪
出
減
予
さ
ん
)

、、j
本
市
で
は
、
ご

1
1
1
1
L
み
の
量
奇
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
処
理
経
費
を
少
な

く
し
、
さ
ら
に
は
資
源
の
有
効

利
掃
を
す
す
め
る
た
め
、
分
別

に
よ
る
資
源
詩
集
ご
み
の
収
集

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

~
智
内
耳
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
一
万
ト
ン
以
上
の

資
源
再
魚
ご
み
を
収
集
し
、

4
4

図
的
に
も
す
ば
ら
し
い
実
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

ら
平
成
元
年
3
月
白
日
ま
で
に
亡
く

な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
遺
族
の
方
に

特
別
弔
慰
金
が
支
払
わ
れ
る
。
該
当

さ
れ
る
方
は
申
請
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
課
管
理
係

(
内
線
二
一

O
)
へ。

一
間
醐
芸
教
室
を
醐
聞
く
一

マ
日
時
日
月
4
日
(
土
)
午
前
9

時
間
分
1
日
時
四
分

マ
会
場
県
農
雲
轄
(
駅
南
口
)

守
講
師
寓
芸
研
究
京
秋
山
立
紫
式

マ
内
容
果
樹
の
上
手
な
作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
相

諜
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

i
O
五
九

一一一)平
闘
部
郵
檀
局
で
は
年
来
年
始
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

ご
希
望
白
方
は
、
平
明
暗
闇
痩
局
庶

務
会
計
課
(
電
話
出
二
一

O
一)

へ。
今
月
H
抽
出
掛
保
韓
適
用
促
進
月
間

と
な
っ
て
い
る
。
未
加
入
む
事
業
所

は
至
急
加
入
の
手
続
き
を
。

ま
た
、
神
奈
川
県
最
母
賃
金
が
四

月
2
日
か
ら
1
日
四
千
百
六
十
円

(
1
時
間
五
百
二
十
円
)
に
故
亙
さ

れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
平
嘩
労
働
基
準
監
督

署
(
電
話
泊
四
六
0
0
)
へ。

東
京
電
力
で
は
、
自
宅
で
区
環
器

機
を
慣
用
中
に
樺
電
に
よ
り
僅
用
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
ポ
タ
ブ
ル

尭
竜
構
に
よ
り
対
応
す
る
た
め
、
連

絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
る
。問
い
合
わ
せ
は
、
同
平
嘩
営
業
所

地
域
サ
!
ピ
ス
グ
ル
ー
プ
(
電
話
出

一
九
一
ニ
)
へ
。

県
で
は
出
軍
人
、
戦
髄
病
者
、
戦

没
者
選
践
な
ど
の
方
々
を
対
象
に
、

態
結
や
遺
旗
年
金
な
ど
に
コ
い
て
の

巡
回
椙
読
を
行
う
。

マ
白
時
四
月
四
日
(
木
)
午
前
日

時
1
午
後
4
時

マ
ム
冨
場
福
祉
A
巨額

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
諜
管
理
部

(
内
糠
↓
二

O
)

一
一
受
母
一
樹
談
を
開
聞
く
一

福
祉
会
轄
を
会
場
に
更
生
相
設
問

開
か
れ
る
。

・
整
形
ブ
ロ
ッ
ク
叩
丹
羽
行

(月)、

U
月
訂
日
(
月
)
、
ロ
月
お

日
(
丹
)
午
後
Z
時
3
3時

・
耳
鼻
科
日
月
7
E
(火
)
午
後

1
時
5
2時

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
総
務
課
量

生
福
祉
手
(
内
綿
一
一
一
一
二
)
へ
。

県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
茅
ヶ

崎
市
役
所
を
会
場
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

ノ¥。〔
轍
く
女
性
セ
ミ
ナ
j
〕

マ
刊
月
訂
呂
(
金
)
午
後
1
時
1
4

時
四
分
「
働
く
女
性
は
今
」

す
定
員
印
人
(
先
着
順
)

{
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
〕

守
口
月
H
臼
(
大
)
吋
充
実
感
あ
る

も
う
一
つ
の
人
生
」

マ
目
白
(
水
)
「
こ
れ
か
ら
の
卑

金
@
相
続
問
題
と
税
金
」

マ
同
日
(
木
)
「
上
手
な
財
鹿
運
用

の
仕
方
」

楽
時
間
午
後
2
時
3
4時

マ
定
員
四
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
凶
セ
ン

タ
ー
(
竜
請
。
四
六
七
部
一
一

七
一
)
へ
。

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
と
し

た
経
理
事
務
(
初
級
)
講
座
を
開

ッ
シ
ュ
や
贈
答
品
の
恕
き
箱
、

ち
ら
し
な
ど
の
紙
片
類
が
多
く

出
さ
れ
て
い
る
集
積
所
が
あ
り

ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
開
問
、

雑
誌
な
ど
は
資
源
再
生
ご
み
と

し
て
宗
春
し
て
い
ま
す
が
、
空

紙
片
類
は
燃
や
せ
る
ご

み
と
考
え
て
い
る
方
が
多
く
い

ら
れ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
患

い
ま
す
。

最
近
、
熱
帯
雨
林
の
乱
伐
に

よ
る
臨
時
境
破
壊
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
類
を
資

濃
化
す
る
こ
と
は
、
地
球
の
緑

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
名
刺
以
上
の
紙
類
は
、
ぜ

ひ
資
源
再
生
ご
み
へ
お
出
し
く

だ
さ
い
。

山
山
し
万
は
、
紙
袋
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
な
ど
に
紙
片
を
た
め
て

お
き
、
資
源
再
ι
叩
ご
み
の
収
集

臼
に
集
積
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
(
環
境
衛
生
業
務
婦
問
)

※
市
へ
の
ご
要
室
、
ご
曹
凸
凡
な

ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
課
広
聴

係
(
内
線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

/
¥
 

マ
日
韓
日
月
5
日
(
大
)
1
2
月

町
田
(
火
)
の
う
ち
の
目
白
間

・
時
間
午
前
回
時
1
午
睡
3
時

マ
会
場
県
農
業
会
臨
(
駅
南
口
)

マ
定
員
組
人
(
抽
選
)

申
し
込
み
は
日
月
H
B
(火
)
ま

で
に
、
柱
撞
は
が
き
に
よ
り
〒
加
藤

沢
市
江
の
島
1

日

1

同
セ
ン

タ
ー
婦
人
労
輸
部
(
電
話
O
四
六
六

l
訂
一
一
一
一
一
)
へ
。

あたたかい

円
、
問
時
小
学
校
北
自
活
全
五
百
九

十
二
円
、
つ
く
し
看
護
措
業
政
婦
紹

介
所
一
万
円
、
松
が
丘
地
吉
社
会
福

祉
協
議
会
一
二
万
円
、
二
階
堂
葱
庖

一
一
万
二
千
百
三
十
円
、
全
日
本
冠

婚
葬
祭
主
助
協
会
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

三
十
万
円
、
花
月
兼
莞
八
二
万

百
二
十
円
、
武
井
新
太
郎
五
万
円

マ
務
ま
れ
な
い
子
へ
・
噛
崎
勉
一

千
円
マ
校
舎
繍
祉
へ
噛
崎
一
輝
夫
二
千

円マ
交
通
遺
児
へ
・
若
あ
品
の
会

二
万
一
千
円
、
八
槽
み
こ
し
保
存
会

四
万
二
千
百
六
十
二
円
、
二
見
正
治

一
万
三
百
二
十
一
円

ス
ポ
ー
ツ
揖
興
基
金
は
、
ス
ポ

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
掻
興

財
部
(
電
語
詰

l
O
一
O
二
)
へ
。

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
j
ツ
接
興
基
金
へ
・
平
塚

市
家
癌
婦
人
卓
球
連
盟
五
万
二
百

八
十
二
円
、
引
で
揮
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
民
踊
協
会
五
万
円
、
平
壕
山
岳

協
会
二
万
一
千
百
八
十
円

儲
九
紛
隣

ど
F

レ
ペ
ー
、
ぷ
ノ
/

み

J
ト

F

し

A
P

み
ど
り
基
金
は
、
操
化
問
体
の
助

成
な
ど
に
梗
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

間
い
合
む
せ
は
、
公
錨
緑
地
課
縮

政
慌
(
内
鰻
五
九
一
)
へ
。(
敬
称
略
)

マ
み
ど
り
義
金
へ

e

中
心
街
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
一
万
八
千
…
百

八
十
円

。羽穏

10月 15臼

(日) 10時~

15時総合公

閥、 21日(土)

10時~15時

ダイクマ平塚

底、 246(火)

13.寺~15院予

紅谷パーJレローに28臼(二土)13時----15時紅谷パー

ル口-}'， 11月11臼(土) 10時~15時紅谷パール
ロード、 12日(白) 10時~15時総合公重量

oご協力ありがとうございました(雪月)一敬称略
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草壁瀕ごみは区別して出す

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
盟
わ
れ
る
。
ご

協
力
を
。
問
い
合
わ
せ
は
、
平
暗
部
市
社
会
福

祉
協
議
会
(
篭
語
出
i
一一一一一一一一一二)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
杜
童
福
祉
接
金
へ
・
小
清
水
ツ

ヤ
子
六
千
円
、
南
金
百
神
社
川
前

交
い
具
合
七
千
五
百
八
十
七
円
、
平

揮
さ
っ
き
金
一
万
円
、
口
人
会

一
千
円
、
平
埠
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

サ
五
万
円
、
平
場
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ピ
ル
名
庄
金
十
五
万
円
、
コ
ー
プ

か
な
が
わ
八
幡
ブ
ロ
ッ
ク
五
千

円
、
静
藤
英
光
四
千
円
、
真
鍋
劃

一
部
五
千
円
、
神
奈
川
県
資
額
回

収
葡
業
協
同
四
組
ム
F
平
塚
支
部
五
万

五
千
六
十
五
円
、
岡
崎
地
戸
丸
抱
司
自
治

会
一
万
九
千
一
九
百
九
十
円
、
同
大
地

自
治
会
一
一
万
二
千
三
百
十
七
円
、
同

矢
崎
自
治
会
一
万
四
千
百
八
十
六

円
、
向
剖
北
自
治
合
九
千
四
百
三

十
七
月
、
悶
西
海
地
自
治
会
一
万

四
千
二
十
五
円
、
問
入
山
瀬
自
治
会

六
千
三
百
二
ゃ
一
円
、
開
門
市
営
問

地
住
宅
自
治
会
五
千
七
十
八
円
、

同
ふ
じ
み
野
自
治
会
四
万
五
千
三

百
五
十
九
月
、
問
主
櫛
住
自
治
会

二
千
六
百
二
十
六
円
、
問
問
み
ど
り
ヶ

丘
自
治
会
一
万
四
千
自
七
十
二

平塚ロ ターアクトクラブ、なでしこライオンズ

クラブ、三興製作所、三菱樹脂、三興製鋼、共栄興
業(以上間体のみ)

し
か
し
、
一
見
平
然
と
フ
ラ
ン
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